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2020年5月22日 新型コロナで『1-3月期決算』▲49％経常減益
2020年3月27日 いよいよ国内で『5Gサービス』が始まる

2020年6月12日

2019年度の連結営業利益は、3社ともコロナの影響から減益
自動車業界の2019年度業績は？

新型コロナ感染拡大の影響から業績不透明感が高まる

 自動車大手3社の2019年度の連結売上高と連結営業利益はともに減収減益となりました。トヨタは

新モデルの投入や原価低減などにも努めましたが、新型コロナの影響から小幅ながら減収減益となりま

した。ホンダは二輪車事業は堅調でしたが、新型コロナの影響が大きく減収減益となりました。

 トヨタグループの主要8社の2019年度の連結決算は、新型コロナの影響や自動運転など「CASE」へ

の先行投資負担などを受け7社が減収減益となりました。

 2020年度の業績見通しについては、トヨタは新型コロナウイルスの影響で大幅な減収減益が避けられ

ませんが、一方で研究開発費は1.1兆円規模と過去最高水準を保ち、次世代技術への投資は継続

する方針です。他社は新型コロナの影響が見通せないことから予想を見送りました。

※個別銘柄に言及していますが、当該銘柄を推奨するものではありません。

（注1）カッコ内は前年同期比増減率、単位は％。トヨタ自動車は米国会計基準、ホンダ、デンソー、アイシン精機、豊田自動織機、

豊田通商、トヨタ紡織、豊田合成は国際会計基準。

（注2) トヨタ自動車以外は新型コロナの影響が算定困難なため、20年度見通しは未発表。

（注3）トヨタ自動車の主要グループ8社は日本経済新聞社の分類による。為替想定は20年度の円/米ドル想定レート。

（出所）各社決算資料データを基に三井住友DSアセットマネジメント作成
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【自動車大手3社の連結業績】

トヨタ自動車 299,300 （▲1） 24,429 （▲1）

ホンダ 149,310 （▲6） 6,336 （▲13）

日産自動車 98,789 （▲15） ▲405 ( - )

【トヨタグループ各社の連結業績】

デンソー 51,535 (▲4） 611 （▲81）

アイシン精機 37,846 （▲6） 561 （▲73）

豊田自動織機 21,714 （▲2） 1,282 （▲5）

豊田通商 66,941 （▲1） 2,104 （▲2）

ジェイテクト 14,186 （▲7） 347 （▲48）

トヨタ紡織 13,726 （▲3） 478 （▲22）

豊田合成 8,129 （▲3） 179 （▲51）

愛知製鋼 2,423 （▲6） 139 （+25）
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